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　最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年5月13日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので
お知らせいたします。

１． 平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日 ～ 平成21年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

25,000 △ 1,300 △ 1,400 △ 900 △ 15.61

今回修正予想(Ｂ) 23,500 △ 400 △ 500 △ 350 △ 6.07

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,500 900 900 550 ―
増減率（％） △ 6.0 - - - ―

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成21年3月期第2四半期）

30,495 △ 689 △ 726 △ 580 △ 10.07

２． 修正の理由

（ご参考） 平成22年3月期通期連結業績予想（平成21年4月1日 ～ 平成22年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

60,000 1,500 1,300 700 12.14

以　　上

前回発表予想

業績予想の修正に関するお知らせ

記

前回発表予想(Ａ)

（第２四半期連結累計期間）
　第２四半期連結累計期間の業績につきましては、前期以前に受注した大型案件が順調に進捗したものの、メン
テナンス・機能商品などの売上が減少したことから、売上高は23,500百万円となる見込です。
　一方、利益面につきましては、厳しい収益状況を踏まえ、原価の低減及び固定費の削減に取り組んだ結果、当
初予想より改善する見込です。

（通期）
　このような状況の下、当社グループは上期に引き続き原価低減・固定費削減に注力してまいりますが、電子産業
を中心にいまだ設備投資に回復の兆しが見えないことに加え、生産水準は回復しつつあるものの、消耗品交換や

メンテナンスなどの削減・規模縮小が見られており、下期以降も厳しい受注環境が続くものと予想しております。

　よって、通期の業績予想につきましては、従来予想を据え置くことといたします。

１株当たり
四半期純利益

※業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
※今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

１株当たり
当期純利益


